


























































































①　質問紙調査：調査は 2015 年 10 月から開始し、2007 年～2011 年入学者については、





















卒業生調査の現状を表 1 に示した。2007～2012 年度までの 5 年間の入学・編入学者総数
は 378 名、中退・除籍者数は 63 名（17%）で、コンタクト先が判明した者が 242 名（64%）、
アンケートを送付・手渡しできた総数が 173 名（46%）、アンケート回収総数が 120 名（対象
者総数の 32%、コンタクト数あたりで 50%）であった。W 学科卒業生はこの 120 名のデータ
を用いた。
2．世界価値観調査と在学生調査








収した。在学生の対象者数は、心理教育学科 12 名、現代社会学科 68 名、身体環境共生学
科（W 学科）95 名、総合文化学科 28 名、芸術学科 5 名、経済学科 40 名、経営学科 31 名








入学年度       入学・         中退・除籍者       コンタクト       アンケート送付       アンケート回収             インタビュー                   編入学者                                                                                        （全体） （コンタ                                           数           数       %            数       %            数       %            数         %  クト）％           数       %
      2007               59             8    14%           36    61%           20    34%           19     32%     53%           10    17%
      2008               65             9    14%           39    60%           27    42%           20     31%     51%           12    18%
      2009               57           12    21%           36    63%           16    28%           13     23%     36%             7    12%
      2010               80           17    21%           48    60%           38    48%           30     38%     63%           14    18%
      2011               58           11    19%           34    59%           22    38%           21     36%     62%           15    26%
      2012               59             6    10%           49    83%           50    85%           13     22%     27%             1      2%
    非回答                                                                                                       4                                              






WVS での自覚的健康感の結果は、「非常によい」との回答が 1981 年の 13%から 2010 年
の 27%に増加傾向を示し、「よい」を合わせると 2010 年には 64%に達している。和光大学
の在学生と卒業生もほぼこの 2010 年と同じ割合であり、W 学科卒業生にはやや多い傾向













WVS では 6.5→6.4→6.8 となってい
たのに対して、W 学科卒業生では
WVS と同等の 6.8、W 学科在学生は
6.9 であり、他の学科在学生は 6.3 と
やや低かった。
2）人間観、人生の目標、人生観
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WVS のほぼ 10 年ごとの動向をみる
と、2000 年までは「自由に動かせる」
という方向に変化していた（6.1→6.2→




W 学科卒業生では 7.1 であった。
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図4　自由と運命でみた人生観
a 人生は自分の思い通りに動かすことができるという人もいれば、どんなにやってみても自分 の人生は変えられないという人もいます。あなたは、ご自分の人生をどの程度自由に動かすことができると思いますか。














































前の問いと同じ傾向を示すと予想され、実際、W 学科卒業生の平均得点が 7.6 と高かった
が、W 学科在学生は一般と同程度に低く（6.8）、内訳をみれば、とくに「人生はすべて運
命で決まっている」という回答が 95 人中 8 人と多かった。
3）仕事で重要なこと、仕事観、労働観など
WVS では 1981 年から 2000 年にかけて、仕事に重要と考える要因のほとんどの項目で、
重要と回答する割合が増えていた（図略）。2000 年の段階のそれと比較して、和光大学生
の結果はほぼその延長上にあった。WVS（2000）で 8 割～9 割が重要と考える項目には、
「自分の能力に合った仕事」「給料がよい」「失業の恐れがない」「好ましい休暇制度」「面白い
仕事」があり、和光大生もほぼ同様であるが、W 学科卒業生では「給料がよい」「失業の恐













という意見に賛成なのは WVS では 6
割程度であり、これに対して他学科
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「反対＝恥ずかしくない」が 3 割ある（図 5b）。WVS では 7 割が「人は働かないでいると怠
惰になる」と回答しているが、和光大学生ではいずれも 6 割未満である（図 5c）。「働くこと
は、社会に対する義務である」に賛成する割合は、WVS と和光大生に大きな違いはない
（図 5d）。余暇よりも仕事優先に賛成なのは W 学科在学生で 2 割、他学科在学生で 1 割、W
学科卒業生でさらに少なく 5％程度である。W 学科卒業生や他学科在学生で反対が 7 割前
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WVS では「権威や権力が尊重されること」に対して 8 割前後が「悪いこと」と回答し、
2010 年でも 74%が否定的であり、諸外国より高い。それに対して和光大学生は 6 割程度
にとどまっている。ただしそれは「気にしない」という回答が多いためであり、積極的に
「良いこと」とするのは W 学科在学生がやや多い程度である（図 6d）。
外国人労働者の受け入れに関しては、「誰でも受け入れるべきである」という回答は、
WVS ではきわめて少なく、2000 年でも 8％、2010 年にはさらに少なくなって 4％であり、
「働き口がある限り受け入れるべきである」を加えても、66%から 54%に低下している。そ
れに対して和光大学生は 2 割前後が「誰でも受け入れるべきである」と考え、とくに W学科

















































































































提で、今後の日本経済ではグローバル（G 型 Global）とローカル（L 型 Local）に分ける視点
の必要性を指摘した。実践的な職業教育を行う新たな高等教育機関の制度化に関する有識





























































































































































































資料：GLOBAL NOTE （http://www.globalnote.jp/post-10165.html 2016.11.6 取得）
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